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データベースは、わが国の情報化 め進展上、重要な役割 を果たす ものと期待 されて

いる。今後、データベースの普及によ り、わが国において健全な高度情報化社会の形

成が期待 され る。さらに海外に対 して提供可能なデータベースの整備は、国際的な情

報化への貢献および 自由な情報流通の確保の観点か らも必要である。現在わが国で流

通 しているデータベースの中でわが国独自のものは約半数であるカ、 わが国データベ
ースサービスひいてはバ ランスある情報産業の健全な発展 を図るためには、今後 もわ

が国独 自のデータベースの構築およびデータベース関連技術の研究開発を強力に促進

し、データベースの拡充を図る必要がある。

このような要請 に応えるため、碩才)データベース振興センターでは 日本 自転車振興

会か ら機械工業振興資金の交付を受けて、データベースの構築および技術開発につい

て民間企業、団体等に対 して委託事業 を実施 している。委託事業の内容は、社会的、

経済的、国際的に重要で、また地域および産業の発展の促進に寄与す ると考え られて

いるデータベースの構築 とデータベース作成の効率化、流通の促進、利用の円滑化 ・

容易化などに関係 したソフ トウェア技術 ・ハー ドウェア技術である。

本事業の推進に当って、当財団に学識経験者 の方々で構成され るデー タベース構

築 ・技術開発促進委員会(委 員長 東海大学教授 上條史彦氏)を 設置 している。

この 「GISと 全文検索システムを連携 した文章管理システム」は、平成12年 度

のデータベースの構築促進および技術開発促進事業 として実施 した課題 の一つで、当

財団が株式会社 創建 に対 して委託実施 したものである。 この成果が、データベース

に興味をお持ちの方々や諸分野の皆様方のお役に立てば幸いである。

なお、平成12年 度データベースの構築促進および技術開発促進事業で実施 した課

題は次表の とお りである。
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平成12年 度 データベース構築 ・技術開発促進事業委託課題一覧

分 野 No. 課 題 名 企 業 名

一 般

1 学びに活用する簡易PCサ ーバ ・システム、

マルチメディア ・データベース

(株)ト ライ アー ド ・プ ロジ ェ

ク ト

2 GISと 全文検索エンジンを連携 した文章

管理システム

(株)創 建

3 情報可視化による ドキュメント構造化の調

査研究

(株)日 本総合研究所

'

4 先端産業の企業検索用シソーラス作成と企

業検索システム構築

(株)日 経 リサーチ

5 インターネット環境における博物館型地図

画像データベースの構築

(財)地 図情報セ ンター

地域振興

6 地域住宅地図情報システム 〔地域住宅GI

S〕

石井測量設計(株)

7 阿蘇の楽しみデジタル図鑑作成 (財)阿 蘇町地域振興公社

8 BtoS共 働1吉報 マッチ ングDBパ イ ロッ

トシステムの作成

(株)八 幡 コンピュータセ ンタ
ー

9 Web型GISを 利用 したバ リアフリーデ
ータベースのプロ トタイプ作成

(株)札 幌ネクシス
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1は じめに

1.1文 書管理 と地図 について

近年、全文検索に対す る需要が増加 してお り、各メーカー毎 に活発な開発競争がな

されている。今後、全文検索はインターネ ットだけの利用にとどま らず、組織で作成

される文書の活用のためにも不可欠な技術 として定着 していくことになると考える。

現在、組織 内で作成された文章の多 くは、電子ファイルの形で文書 として保存され

ている。本報告書およびシステムでは、 この作成された内容を文章 とし、保存された

フ ァイル を文書 と表現す ることとする。

組織内で作成される文書は、地名等の位置に関する情報を含んでいるものが多 く見

られる。 これ らを地図上に配置す ることができれば、対象 となる地域の特徴が認識 し

やす くな る。

地図上にデータを配置する手法として、GIS(地 理情報システム)が ある。GISは 、

地図を媒介 として多様な情報を扱 うことを可能にしている。

しか し、GISで データを扱 うには位置を特定する情報が必要である。DB(デ ータ

ベース)の 項 目のように整理され、位置 に関係する項 目が特定できる場合は位置の特

定は容易である。 しか し、書式の決まっていない文書等は、位置 に関する情報を内容

を確認 しなが ら・指定 しなければな らない.こ のような文書をGIS上 で扱 うには多 く

の手作業が必要 とされる。

そ こで、これ らの作業 を全文検索によ り内容の検索を行い、地図 との関連付け作業

を自動的に行 うシステムの作成を行 うものである。

図1-1位 置の情報 と関連する図形データ
}
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1.2シ ステムの整 備効果

本 システムは、GISと 全文検索システムを連携させる ことによ り、情報を整理する

ことな く抽出し、地図上に表現するものである。本 システムによ り以下の効果が得 ら

れ る。

① 文書の多くを占める非定型情報と地理情報を同時に扱 うことが可能になる。これ

によ り柔軟に情報の関連性を見出す ことができる。

② 地図上か らの検索 と、文書情報か らの検索 どち らも可能 になる。文書を探す場合

に、登録されたキー ワー ドの制約を受 けることがなくなる。'

③ データベースの更新作業か ら開放される。文書の更新や登録を自動的に行 うため、

インデックス作成や1位 置 との関連付け作業が不要となる。

④ 全文検索が不得手 としていた表現能力が、GISに より補える。従来の全文検索で

は、検索結果 として文字情報 しか返す ことができなかったが、地図上に結果を展

開することで視認性が向上する。

GISと 全文検索システムの連携によりそれぞれの特徴を最大限に生かすことが可

能になる。不足する機能を互いに補完するシステムとなる。応用範囲として以下のよ

うな用途を想定している。

①計画策定支援システム

住民から行政に寄せられる意見等の情報は、場所に依存する場合が多い。こ

れらの情報を計画策定時に活用することは重要な要素である。これ らの意見を地

域毎に集めるには、多くの作業が必要とされる。また、隣接する地域を扱うには

さらに多くの作業を行わねばならない。

そこで、本システムを用いて対象地域周辺の情報を集め、基礎資料として活

用することが考えられる。また、業務を引き継ぐ場合にも蓄積されたデータがそ

のまま利用できるため、資料作成の負担が軽減される。

②営業支援システム

民間企業を対象とした営業支援システムである。営業履歴のほとんどは場所

との関連を持ち、地図の利用頻度も高い。営業情報を地図に展開することで、個

人の記憶に依存していた部分を共有することができ、機会や情報のロスを減らせ

るようになる。
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1.3シ ステムの全体構成

本 システムの全体構成は次のよ うになる。作成 した文書 は、GISと 全文検索 システ

ム によ り利用 される。将来的には、紙で管理されている情報 も取 り込み、イ ン トラネ

ッ トでどこか らで も利用可能なシステムとする。

今回の開発はこ破線の範囲内を対象 とし、クライアン ト/サ ーバーで構成 されるプ

ロ トタイプの作成を行 う。

冒

DBサ ーバー

/憂 ←戴

号
ベクター

地名

漁,

秘

語

磐

全文検索
サーバー

インデッウス作成

詔窪

、

位置情報

付加サーバー
ノ

今回の開発対象範囲

図1-2シ ステ ム全 体構成'
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2開 発方針と開発手法

2.1シ ステムの開発方針

システムの開発にあた り、設計方針 と開発方針を次のように定める。

(1)設 計方針

①既存技術の活用

今回は技術開発的な要素が強いシステムであるが、期間が限られている。そ

こで、既存技術を用いることで工期の短縮を図るとともに、汎用性が高く別の分

野で応用可能なシステム設計を行うものとする。

②DB項 目の変更

今回のDBの 構造は実験 として様 々なタイプを試す必要があ り、DB項 目の

変更が頻繁 に行われ る。そ こで、DB項 目については大枠 を決めるのみで随時必

要に応 じて変更を認めることとした。

(2)開 発方針
直

本システムは、プロ トタイプ開発であるため、柔軟な開発体制をとる こととした。

① 初期設定ファイルの作成

ファイル構成、変数等を定義 した初期設定ファイルは、直接書き換えること

で対応する。メニューか らの設定の変更は行わない。

② プロ トタイプモデル

処理 によってモジュールの分割 を行い、プロ トタイピング手法 により、作成

する。機能を確認 しなが ら、段階的な機能の見直 しを行 う。
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2.2シ ステム構成

開発 にあたってのシステム概念 と構成についてまとめる。
ノ

2.2.1シ ス テ ム 概 念

システムに用いる技術は、GISと 全文検索技術である。ここでの全体構成は次のよ

うになる。

作成 した文書はファイルサーバー に格納 された後、検索 のためにイ ンデ ックスが作

成される。 このイ ンデ ックスは全文検索に用いるデータである。さらに、文書に対す

る位置座標 を位置情報付加サーバーを通 じて取得する。この時、位置情報はGISデ ー

タか ら読み込んだデータを用いる。

ユーザー環境か らは蓄積された文書DBに 、サーバー経由でアクセス して関連す る

情報の検索結果を受 け取る。地名や図形データはGISデ ータか ら取得 し、文書情報は

文書DBか ら取得する。検索結果 を受け、該 当する文書 をファイルサーバーよ り取 り

出す。

捲げ

図形データ

地名

口
冒 鵬

罐 ＼ ＼

検索結果から

ファイルを表示

テキストペース

インデックスファイル

冒

全文検索

サーバー

インデックス作 成

既 存 ファイル
冒

ワープロ ファイルサーバー
表計算
テキスト

図2-1シ ステム構成図
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(1)サ ーバ ーの機 能

サーバーは概念的に以下の3種 類 に区分される。

① ファイルサーバー'

ユーザーが作成 したデータを保存する。 ファイルサーバーそのものの機能は

データの保存のみで一般的な ファイルサーバー と同様な もの である。

② 全文検索サーバー

ファイルサーバーに蓄積 された文書か らインデ ックスの作成を行 う。イ ンデ

ッ クスは検索時に用い られるDBと して全文検索サーバー上 に保存 され る。サー

バー上にあるのはイ ンデ ックスのみで文書データはファイルサーバー上にある。

インデ ックスの作成 を行 った後、位置情報付加サーバーに文書を渡 し位置情

報の問い合わせを行 う。問い合わせ結果を受 けて、イ ンデ ックスに位置情報の追

加 を行 う。

イ ンデ ックスを作成後、全文検索サーバーは待ち状態 に入 り、クライアン ト

か らの検索要求を待つ。検索要求が発行 されると、検索を実行 し、該当す る文書

のファイル情報 と位置情報 を返す。

③ 位置情報付加サーバー

全文検索サーバーか ら、位置情報の問い合わせ を受 ける。全文検索サーバー

か ら検索要求を受け取ると、地名情報を取出し、該当す る位置情報 を返す。位置

情報付加サーバーはGISデ ータの地名 と位置情報 を利用する。このサーバーは、

GISデ ータと全文検索サーバーのデータを利用 し、サーバー固有のデータは持

たない。
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(2)ク ライアン トの機能

クライアン トは次の機能を持つ。

①検索条件の入力

検索条件の入力画面を表示し、条件の入力待ちを行 う。入力された条件は処

理フローに基づき検索が行われる。

② 全文検索サーバーへの問い合わせ

ユーザーが入力 した条件をもとに、サーバーが理解できる問い合わせ文を作

成 し、サーバーに問い合わせを行う。

③ 検索結果の表示

サーバーの回答 を受けて、画面上に結果を表示する。

.7一



2.2.2開 発 手 法

開発にあた り、インターフェース毎に機能を分割 し、システムの開発を行 う。

(1)処 理 フロー

本 システムの開発要素は、ユーザー操作部、検索部、結果表示部 に分 けられる。さ

らに、検索部では、位置条件を扱 う部分 と文字条件か ら検索す る部分とに分 けられる。

また、結果表示部において も、検索結果を地図上に展開する部分 と、該当文書の表示

を行 う部分 とに分けられる。

処理によってモジュールの分割を行 い、モジュール単位で開発を行 う。

ユーザー操作部

検 索 部

結果表 示部

検索条件の入力 ① ユーザーUF

位置条件

検索条件

文字条件

×

↓↓
位置条件を文字に変換 ) 文字条件から検索

②GISUF 1③Frs皿

▼

検索結果を地図上に表示 ④Frs-GISUF

、

▼

該当文書の表示 ⑤ ファイルビュー1爪

図2-2フ ロー 図

一
,8一



(2)各 イ ンタ ー フェースの機能

① ユーザーUF

検索の受付画面となる。検索条件に応 じた画面を表示 し、検索対象 となるDB

受付部に処理を渡す。

②GISI/F

検索条件が地図上の位置 に関す るものの場合、そ のままでは全文検索 を行 う

ことが出来ないため、位置条件を文字条件に変換するδ

③FTSIIF

ユーザーVFま たはGISUFか ら渡される文字条件をもとに、全文検索サー

バーに検索要求を発行する。サーバーか らの検索結果 を受け取 り、Frs-GISI/F

に処理を渡す。 /

④Frs-GISI/F

検索結果 を地図上に表示する。msIIFか ら受け取った位置情報 と文書情報

を解析 し、該 当する文書情報 を地図上 に展開する。

⑤ ファイル ビューUF

FTS-GISUFに よ り文書情報が表示されたのち、ユーザーの要求によ り詳細

を表示する。文書情報 をもとに該 当する文書のファイル形式を確認 し、該当する

アプリケーシ ョンを起動する。

(3)そ の他の機能

① 地図表示の切 り替 え

地図の拡大 ・縮小や、結果の印刷機能等は、ベースとしたアプリケー ション

が持つ機能を用いる。

② 管理ツール

全文検索のメンテナ ンスや、インデ ックスの更新を行 うツールである。
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2.3開 発手法と主要技術の整 理

本システムを作成するために必要とされる主要技術の整理を行う。

2.3.1地 理情報 技術

GISは 、文字や数字、画像な どを地図 と結びつけて、画面上に地図を表示 して、位

置や場所 に関連するさまざまな情報 を統合、分析 し、分か りやす く表現す ることがで

きる仕組みである6行 政や市民生活や ビジネスの現場で幅広 く活用でき、今後利用拡

大が期待 されている。

現在、多くのGISソ フ トが市販 されている。以下に、主なGISソ フ トについて簡

単にまとめる。,'、

表2-1GIS製 品

製品名 主な特徴

MapIn品 カスタマイズ:専 用カスタマイズツール(MapBasic)、VisuaBasic等

その他特徴:利 用できる地図は多いが事 前に変換が必要

SIS カスタマイズ:VisuaBasic等

その他特徴:変 換無 しに利用できる地図が豊富

A比View カスタマイズ:専 用カスタマイズツール(Avenue)

その他特徴:最 大シェアを持つESRIの 製品

AutoCADMap カスタマイズ:専 用 カスタマイズ ツール(0均ectARX)、VisualBasic等

そ の 他 特 徴:CADベ ー ス で あ る た め 、 地 図 作 成 は得 意

それぞれのGISソ フ トは単体で利用する ことができるが、用途によ り必要とす る

機能、データ、地図は様々であるため、実際の利用には何 らかのカスタマイズが必要

となる。 このため、GISソ フ トにはカズタマイズ機能 を備えたものが多 い。

本システムは、GISと 全文検索 を連携 したシステムであるため、GISソ フ トをその

まま利用す るのではな く、カ スタマイズが必要 となる。
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GISを 利用するにはGISソ フ トと共に地図データも不可欠である。

地図データは作成にコス トがかかるため、まだまだ高価であるが、国土地理院の数

値地図2500を はじめ安価な地図も整 備されつつある。

地図に含 まれている図形データ、属性データは様々であ り、多 くの地図では、基本

的な地名、公共の建物等の情報が含まれているが、利用用途に応 じた必要な情報が含

まれていないければ、別途データを投入する必要が発生する。

以下に、市販されている地図データの一部を簡単にまとめる。

表2-2地 図の種類

地図名称 販売元、特徴

数値地図2500

(空間データ基盤)

販売元:国 土地理院

安価に入手できる、テ㌧タフォーマットが公開されている。

ダイケイマップ 販売元:ダ イケイ

都市計画図ベースにしている。

ZMapTbwnII 販売元:ゼ ンリン

住宅地図の電子版、属性情報が豊富。

GISMAP2500V 販売元:北 海道地図

属性情報 も多 く、フォーマットが公開されている。

GISを 利用 して、活用 したい資料 と地図をあわせて活用するには、GIS上 の地図 と

資料を関連付ける作業が必要である。

活用 したい資料 には、表や台帳のように項 目が定まっている定型情報 と、書式の定

まっていないワープ ロ文書のような非定型情報がある。活用 したい資料が統一された

フォーマ ッ トで定型情報 になっていれば、比較的容易に地図との関連付けを行って利

用することができる。 しか し、利用 したい資料が非定型情報である場合、GISが 利用

しているデータベースは一般的にRDB(リ レーショナルデータベース)で あるため、

正規化 を行いRDBで 扱える形に変換する作業が発生す る。
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2.3.2全 文検 索技術

全文検索技術 とは、文書内のすべての文字列 を、直接、検索対象 とする ことが可能

な検索方法である。

(1)普 及の要因

全文検索技術の歴史は比較的長いが、近年複数の要素により一般化 しつつある。そ

の要因として以下の項目が挙げられる。

オフィス文書の増加

・ 業務におけるコンピュータの利用比率が高 くな り、文書 をサーバーに大量に作

成するよ うになった。 しか し、多 くの場合では文書を保存するための管理であ

り、文書を活用するという視点が欠けている。 このような文書 は死んだ情報 と

な りやすい。整理 ・保存された文書よ り、雑多な整理されていない文書か ら、

そ こに埋 もれている必要な情報 を活用できるか どうかが重要な要素 となってき

た。.

・ オ フィスに埋 もれている情報を積極的に利用 しようとする動きか らナレッジマ

ネージメン トやデータマイニ ングといった手法が注 目されはじめた。

イ ンターネ ッ ト

・ イ ンターネ ットの普及によ り全文検索 システムの利用者が増加 した。

・WWWに よ り電子化 された情報発信が容易 とな り、データが手作業では検索不

可能なほどに増加 した。
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(2)全 文検索の特徴

オフィス文書の増加やイ ンターネッ トによ り、全文検索技術に対する需要やニーズ

が増加 し、製品数の増加、性能の向上が図られた。全文検索技術が従来のデータベー

スと異なるのは、文書そのものを対象 とするところである。全文検索技術の特徴 を以

下 にまとめる。

従来の検索の問題点

・文書の検索にはキー ワー ド追加が不可欠で、その追加コス トが大きい。

・検索式が複雑 にな りがちであり、検索結果の質が検索者の力量 によ り異なる場合

が多い。

・シソーラスが活用できないため、人力に頼る場合が多い。

全文検索の長所

・従来の検索 システムで必要であったキーワー ド追加が不要である。

・メンテナンスが原則 的に不要 となる。

・シソーラスの利用 によ り、類似項 目の抽出が行いやす くなる。

全文検索の短所

・不必要な情報 も拾 って しまうため、適合率が低下 しやすい。

・データの冗長化が起 こりやす く、インデックスが肥大化する。

・一度登録 した ものを削除することが困難。
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(3)全 文検索技術の手法

全文検索技術にはいくつかの手法がある。以下 に例 を示す。なお、現 在利用 されて

いるシステムについては参考文献4を 参照 して頂きたい。

全文検索技術の例

・N文 字イ ンデ ックス

入力されたテキス トをN文 字 ごとに区切 り、各文字列が含 まれる文書の情報

と文字列 の位置情報によるイ ンデ ックスを作成する。 このインデ ックス を検索

し、文字列間の位置関係をチェックして該 当する文書を抽出する。

・形態素解析

日本語を解析するための辞書を使用 して、入力されたテキス トを単語 に分解

し、この中か ら名詞などのキーワー ドを抽 出してインデ ックスを作成す る。 こ

のインデ ックスを検索する ことによ り該当する文書を抽出する。
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2.3.3利 用技 術 の選 定

文書に含まれた地理的情報をGISと 連携して利用するためには次の技術が必要と

なる。

(1)RDBと 同様なイ ンターフェースを持つ全文検索 システム

全文検索 システムは有償無償含めて多 くの製品があるが、大部分の製品は検索技術

の違いに関わ らずWebブ ラウザ をイ ンターフェース としたイ ンターネ ッ ト ・イン ト

ラネ ットでの利用を想定 している製品が多い。本 システムにおいてもWebブ ラウザ

での利用 は考慮すべきではあるが、扱 うデータが手元にある文書ファイル類である こ

と、GIS機 能を利用する ことを考慮するとスタン ドアローンまたはクライアン ト/サ
ーバ型アプリケーシ ョンで十分である。
・ また、GISと 全文検索 との連携が必要で、プログラム とのイ ンターフェースが重要

であり、また住所情報等 をデータベースに格納す ることを考えると一般的なRDB機

能も利用できるほうが望 ましい。

これ らの条件か ら、プロ トタイプの作成にあたっては、RDBを ベースとして、N

文字インデ ックスによる全文検索機能 を持つOracle8iinterMedia'lbxtを 利用する こ

ととした。Oracle8iinterMedia'lleXtは 全文検索エ ンジンの機能もOracleと 同様 に

SQLイ ンター フェース を利用できるためプログラムか ら利用 しやすい。

(2)検 索結果や操作を視覚的に行えるGISソ フ ト

一般 に市販されているGISソ フ トは実装方法が異なるものの、カスタマイズ機能

は備わっている。プロ トタイプ作成 にあたっては、単にGISソ フ トのカスタマイズだ

けではなく、全文検索 システムとの連携が含 まれているため、GISソ フ トに付属する

カスタマイズ環 境 よ りも汎用的な開発環境の利用が便利である。

また、利用地図について も、市販 されている地 図を用 いることになるが、検索対象

となる文書によって利用すべき地図も異なるため、対応する地図のフォーマッ トも豊

富であるほうが良い。

これ らの条件か ら、プ ロ トタイプの作成にあた って は、汎用的な開発環境である

VisuaBasicで 柔軟 にカスタマイズでき、各市販地図のフォーマッ ト対応 も充実 して

いるSISを 用いることとする。
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(3)文 書に含まれる地名情報の抽出技術

全文検索システムとGISソ フ トを用いることによって、文書中の情報 を検索 し、

その結果 を地図上に反映させることは可能になるが、文書中に含まれる地名情報 を抽

出して、地図上にプロッ トすることができない。 これを実現するには、文書か ら地名

情報を抽 出、地名情報 とそれに対応する位置座標 とのマッチングが必要 となる。地名

情報の抽出については、文書の形態素解析 を行い、地名と位置座標のマッチ ングにつ

いては、予め作成 した地名 と座標のデータベースを参照することで実現できる。

これ ら一連の処理を行 うソフ トは一般 に流通 していないため、このプロ トタイプに

おいては、東京大学空間情報科学研究 センターにて研究中である 「芭蕉」システム(参

考文献1)を 利用する こととする。

(4)シ ステムの拡張や別システムへの応用を考慮 した開発環境

プロ トタイプとして作成 したシステムの拡張や、内部機能を他システムへ応用する

ことを考えた場合、システムを構成する機能はモジュール毎に分 けて作成する。また、

開発環境 については、各ソフ トとの連携や開発の容易さか らVisuaBasicを 用 いるこ

ととする。
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3プ ロトタイプの構成と仕 様

3.1プ ロ トタイ プ構 成

開発す るプロ トタイプはシステム全体 のうち、文書に含 まれている地理情報 と地図

を関連付けて検索、表示を行 う部分 となる。

歩道拡幅の要望

内の歩道 に

ついて、地元自治会から歩

の拡 幅についての要

望があり、来年度の工事計

画

図3-1プ ロ トタイプの概要

システム全体は図1-2シ ステム全体構成にあるように文書 フ ァイルだ けでな

く紙文書の電子化か ら蓄積までを含むクライアン ト/サ ーバ システムで構成 され るが、

プロ トタイプでは電子 ファイルのみを対象 とし、蓄積文書 と地理情報を結びつける部

分以外はスタ ンドアロー ンで動作するように構築 した。(但 し、全体 としての稼動 を見

据えてクライアン ト/サ ーバ システムで運用することを考慮す る)

このプロ トタイプは、主に3つ の機能 に分けることができる。それぞれの機能は、

①地図表示とユーザーインターフェース

②文書のインデックス作成と全文検索

③住所情報抽出と位置座標関連付け

とな り、各機能は以下 のような関係となる。
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③住所情報抽出と位

置座標関連付け

テキスト形 式 に変 換

した文 書。

住所(場 所)情 報を抽出し、位

置座標を付加して返す。

キーワードによる

検 索実行 。

②文章のインデックス作

成と全文検索

① 地 図 表 示 と

ユーザ ーインターフェース

検索結果を返す。(結果には位置情報

と文章ファイル名が含まれる)

図3-2各 機能の関係

検索対象とする文書については、「文書のイ ンデックス作成と全文検索」機能で管

理 し、インデ ックス作成時 と同時に位置情報を 「住所情報抽出と位置座標関連付 け」

機能を呼び出 して実行する。

利用者は 「地図表示とユーザーインターフェース」機能 を利用 して、文書の検索と

結果表示 を行 う。
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3.2プ ロ トタイプの仕様

3.2.1「 地 図表示 とユ ーザ ーイ ン タ ー フ ェース」 の機能

地図表示 とユーザーイ ンターフェースは利用者 とシステムとの接点 とな り、利用者

か らの要求入力や結果表示を行 う。利用者にとってはこの機能の操作のみで文書の検

索 を行 うことができる。

以下に必要 とされる機能を挙 げる。

・地図が表示 され、住所、キーワー ドによる検索を行 う。

検 索を行うための住所選択画面やキー ワー ドの入力画面 によ りユーザー

が作業 を行えるよ うにする。

・任意の住所 に関す る文書 を検索 し、地図上の該当地点 にプロッ トす る。

ユーザーか ら入力された リクエス トに対する結果 を画面に表示 して、該当

す る文書を表示できるようにする。

日

き
蕊

冷
誓

各 検 索 を行 う

メニューウィンドウ 継淀
検 索 で ヒットし た キ

ーワード と 文 章 ファイ

ル名

検索結果の住所情報から

座標をプロットする

図3-3地 図表示 とユーザーインターフェースの概念 図
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3.2.2「 文書のインデ ックス作 成 と全文検索」の機能

検索対象 となる文書 に対 して、全文検索エンジンによる検索 と文書のテキス ト化を

行 う。

特定のディレク トリに格納 された文書は、全文検索エンジンによ りインデックス化

されると共に、位置情報抽出のためテキス トデータとして保存 される。一連の作業 は

全文検索エンジンによって実行される。

一般的な業務において取 り扱 う文書は、汎用 的なテキス ト形式よ りもワープロソフ

ト等の特定のアプリケー ションによ り作成されてお り、データ形式はそれぞれ異なる。

従 って、各形式の文書を全文検索エ ンジンにて扱 うためにフィルタプログラムを利用

して各形式の文書 をテキス ト形式 に変換する。 フィルタプログラムは、全文検索エ ン

ジンに含まれてお り、プロ トタイプで取 り扱 う主な文書は次の通 りである。

表3-1検 索対象文書形式

形 式 バ ー ジ ョン

Tbxt形 式

HTML形 式

MicrosoRWord文 書 形式 Word97,98

RTF(Microso丘Ri6MbxtFomlat)形 式

Excelブ ック形式 Excel97

一太郎文書形式 Vbrsion.8
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3.2.3「 住所情報抽出と位置座 標 関連付け」の機能

検索対象となる文書 と地図を結びつけるには、それぞれの文書に含まれる住所に関

連するキーワー ドを抽出し、対応する位置座標と関連づける必要がある。これを実現

させるためにはフィルタプログラムによってテキス ト形式に変換された文書から住所

文字列を抽出し、位置座標を付加すれば良い。具体的には以下の機能が必要となる。

・文書 を解析 して、含 まれる住所情報を抽出する。

検索対象となる文書を形態素解析して、住所 ・地名 と該当す る単語を抽出

す る。
・抽出した住所情報 に該当す る位置座標 を関係付ける。

抽出した単語 を、住所情報 と位置座標が格納されているデータベースに対

して検索 を行 う。

・住所情報 と位置座標 をデータベースに格納する。'

検索の結果 を住所情報 ・座標情報 ・該 当する文書名のフィール ドを持った

テーブルに格納する。

歩道拡幅の要望

△△市○○町 内

ついて、地元 自治会か ら歩

道部の拡 幅にっいての要

望があり、来年度の工事計

画

住所 ・地名、位

置情報

図3-4抽 出された住所情報
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3.2.4利 用する地図と住所情報

文書に関連 した地図を表示するためには、デジタル地図が必要となる。投入され る

文書 と、利用目的が明確でない場合は、全国地図を準備する必要がある。 しか し、自

治体や特定の業務、または、限られた範囲で業務 を行 う事業所での利用 を考えた場合、

地図はそれぞれの目的に合わせた精度、範囲で整 備すれば十分である。

今回はプロ トタイプの開発であるため、利用 目的による地図の条件は特 に制限 され

ないが、画面に表示 した時の見やす さと住所データの充実度か らZ-Map1[bwnIIの 愛

知県瀬戸市の地図を利用 した。

住所データについては、検索対象 となる文書 中から地名、住所といった空間上の位

置特定が可能なキー ワー ドか ら対応する位置座標 を特定するために必要となる。一般

的に地名、住所 といったキー ワー ドを扱 うデータベースは存在するが、 これに位置座

標が必要 になるため、今回はデジタル地図の属性情報を利用 した。

キー ワー ドと位置座標の関連付 けについては、キーワー ドとなる住所 ・地名のデー

タと位置座標の対応が必要になるため、以下のようなテーブル を持つデータベースを

作成した。 ここか ら、住所情報 と位置座標の関連付けを行 う。

表3-2住 所 ・位置情報テーブル

項 目 内 容 備 考

拡張市区町村番号 拡張市区町村コー ド JISコ ー ド

大字番号 大字 コー ド

字丁目番号 字丁 目コー ド 町番号

街区番号 街区コー ド 街区番号

拡張市区町村 市区町村名

大字 大字名称

字丁目 字丁目名称

街区 街区名称

大字領域 対応する大字の位置座標 19座 標系

字丁目領域 対応する字丁目の位置座標 19座 標系

街区領域 対応する街区の位置座標 19座 標系
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3.2.5処 理の流れ

プロ トタイプはこれ までに述べた3つ の機能をまとめた ものとな り、全体 の処理の

流れは次のよ うになる。

Sノ

①地図表示 とユーザーインターフェース

地点から検索 住所から検索 キーワ干 か ら検索 ㊥
一 一

:

/、 7

検索処理 )結 果表示

7

②文書のインデックス

作成と全文検索

検索対象文書管理

該当文書の表示

▼

文書のインデックス作成

③住所情報抽出と

▼

住所情報抽出 位置座標関連付け
)

位置座標関連付け

-

…

…

…

,
…

…

…

、
…

…

、
…

-
…

…

…

、
」

-

…

…

,
,
,

図3-5処 理の流れ

各機能における処理は利用者に対する処理(太 線の枠で表示されている処理項目)

と、内部で行われる処理に分けられる。

全体的な処理の流れは、利用者による検索と結果の表示、検索対象文書の管理とイ

ンデックス作成に分かれる。
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3.2.6デ ー タ の 流 れ

プロ トタイプで扱 う文書データは利用者が検索 を行 う前の事前作業 としてサーバ

側で処理される。データの流れは以下の通 りで ある。

① 検索対象 となるファイルは予め指定された フォルダ内に格納す る。

② 全文検索エ ンジン内のフィルタプログラムによ り各形式 の文書をテキス ト化す

る。

③ テキス ト化 された文書をイ ンデ ックス化 して全文検索エンジン内に格納す る。

④ テキス ト化された文書か ら住所、地名に関するキー ワー ドを抽出 し、住所データ

とマ ッチ ングを行 う住所情報 を生成する。

⑤ 生成された住所情報をデータベースに格納する。

文章ファイル

文章フアイル

グ

一

▼
'「

フィ肪プログラムによるテキスト変換
ト 」

、7、

、7、

7
r、

形態素解析によ

る地名抽出
Sノ

/、

文章の

インデックス化
＼ 一ノ

、 7
r、

地名 と位置座標

のマッチング
＼ ノ

〔 ∨＼ ノ

＼
インデックス化された

文書ファイルデータ▼

F==『
位置情報データ

文字列 文章名X Y

図3-6文 書データの流れ
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3.2.7利 用ハ ー ドウ ェア

利用 者 はWindowsパ ソ コンの使 用 を想定 し、プ ロ トタイ プはWindows環 境 で作

成す る。

ただ し、文 書か ら地 名 を抽 出 して位 置座標 と関連 づ ける機 能 につ いて は利 用 ソ フ ト

の関係で今 回はIinuxを 用 いた。 プ ロ トタイ プのハ ー ドウ ェア構 成 を以下 に示す。

<全 文検 索 ・フ ァイ ルサ ーバ>

PCIAT互 換機

CPU:Pentiumll300MHz

RAM:256MB

OS:WindowsM4.OWorkstation

<GISユ ーザ ク ライ ア ン ト>

PCIAT互 換機

CPU:PentiumlI300MHz

RAM:128MB

OS:WindowsNT4.OWorkstation

〈住所情 報抽 出 ・位 置座 標設定サ ーバ>

PC/AT互 換機

CPU:Pentiumll300MHz

RAM:128MB

OS:Linux2.2.16

冒口

目口
W|ndowsNT

図3-7機 器構成図

量目
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3.2.8利 用ソフ トウェア

プロ トタイプ開発にて利用するソフ トと開発言語 は、これまでに述べた開発方針に

従い以下の構成 とした。

地図表示、ユーザーイ ンターフェース機能

・GISエ ンジ ン:SIS5 .0

文書 のイ ンデ ックス作 成 と全 文検索

・全文検索 エ ンジ ン:Oracle8iinterMedia

住所情報抽 出 と位 置座 標 関連 付 け

・文書解 析:茶 第Vbr2 .2★1

・空 間情報抽 出:芭 蕉2

開発言語

利用者 が操作す るGISエ ンジ ン、全文検 索 エ ンジ ン との連携 を行 うユ ーザー

イ ンター フェース の作成

・Visua正lasic6:0SP3'

★1茶 第:

奈 良先 端科学技術 大学 院大学 自然言語処 理学講座か らリ リース された 、フリー の 日本語形態 素解析器 で ある。

詳細 はhttpVlchasen.aist-nara.acjp/を 参照。
★2芭 蕉:

東京大 学空間情報科 学研 究セ ンター にて開発 され た空間情 報抽 出 システム である。(参 考文 献1)
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4プ ロ トタイプの利用イメ ー ジ

作成 したプロ トタイプの機能、操作について、実際の画面を用いて説明す る。

4.1プ ロ トタイプの起動

プロ トタイプめ起動 は実行プログラムのアイコンをダブルクリックにて行 う。プロ

グラムは検索作業 を行 う検索ソフ トと、文書データのメンテナンスを行 う管理ツール

に分かれる。

「FTSGIS」

4.2に て説 明

「管 理 ツール」

4.3に て説明

図4-iプ ログラムアイ コン
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4.2検 索ソフ トの機能

4.2.・1基 本 画 面

検索ソフ トは図4-1'プ ログラムアイコンのrFTS-GIS」 を起動することによ り

基本画面が表示される6基 本画面はGISソ フ トによる地図が表示されたウイ ンドウと

各検索機能 を利用するためのメニューウイン ドウ(画 面左上)に よって構成され る。

、

・織 鍵、

⑥

奨
縫 揚 グ漣;

磁 惣 圏 、、、

z捧'

♂＼

図4-2基 本画面

「

、
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4.2.2メ ニュー画面

検索等 の操作は基本的に全て メニューウィン ドウに表示 されているボタンによっ

て行 う。

⑥ ⑦ ⑧ ⑨

① 一 一÷≡レ.住 所条件からの検索 、

図4-3メ ニューウ'イン ドウ

それぞれのボタンの機能は以下の通 り。

① 住所の一覧を表示 して、選択 した住所 に関連する文書を検索 し、

該当する住所の地図を表示 します。

② 地図上の任意の点 をクリックした場所(住 所)に 関連する文書 を

検索 します。

③ キーワー ドに関連する文書 を検索 します。

④ 検索結果のウィン ドウの表示 ・非表示 ・削除の変更をします.

⑤ このメニューウィ ンドウを非表示 にします。

⑥ 地図上のオブジェク トを選択できる選択モー ドに設定 します。
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⑦ 地図の表示位置を移動します(パ ン機能)

⑧ 地図を画面中心に拡大します。

⑨ 地図を画面中心に縮小します。

⑩ 地図を任意の範囲で拡大 します。

⑪ 登録されている地図の全範囲を表示します。

⑫ プログラムを終了します。

⑬

"S・tk

＼こ＼
.

麟
黛繋 ぎ

ぴ,

(切町◇
〈＼/

苔 剣

難
図4-4メ ニ ューバー

⑬ メニ ュー ウィ ン ドウの機能 と同 じものが、GISソ フ トのメニ ュー

バー 内 に も用 意 されて いる。
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4.2.3住 所指 定 か ら検 索

一覧表に表示 された住所を選択 し、その住所 に関連する文書の検索を実行す る。

利用はメニューウィ ン ドウにある、① の矢印で示されたボタンで開始 され る。

ボタンが押されると、② の矢印で示された住所選択のダイアログが表示される。

●

① ②

霧
ぶ

パ

パ

ロ

＼

彩

W

乍
ご
5

獣
籔

〔犠

が 頂.

議

zη

面
心

鴻

竃

圏

雛
、

ア

ン
　

ロ

　

祭

ご

…
噛
黛

.

三
道
・z
㌘

珂
向
・

口

.
▽
ン

r

,'
,

俗摂 ζzぷζ∴劫 黍誌 週 聾〉ち'

.iぺ頃 興ぢ

裂&瀕

謹

"、 遍

1・、

図4-5住 所か らの検索
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住所選択はツリー構造 になってお り、市町村名一町名一丁名の順で階層化 されてい

る。、

且x■

▲

赤重町
暁町
赤津町
秋葉町
朝日町
東町
汗干町

/ 穴田町
一

,i

遇 ⊇ 一 一

イコ幽明 、 ③
身

泉町
市場町
銀杏木町
一里塚町

竺/ 井戸金町
今池町
今林町

5 鋸 び
物 ㌘ ㌢zぞ ・硝 ・ ・ズ＼

奥戸醐 晒 汚 鷲 、
・ ④

ぺる謝 表瓢 職 偏 る・・」
⑥一 一一→ 芭 〆[「 ■

・・w二 μ 除 く ・'く、・ 島

◎ 」麺

、、と]・

図4-6住 所選択 ウィン ドウ

③ ツリー リス トになってお り、下の階層を表示するには 「+」の部分

をクリックする。下の階層が表示 されると、「一」に変化する。

住所 を選択すると色が反転 し、ダブルクリックで⑤の住所表示ボタ

ンのクリックと同 じ動作 をす る。'

④ 選択中の住所が表示される。

⑤ 住所を選択した状態で押すと、その住所をもとに検索を開始する。

⑥ このウィン ドウを閉 じる。
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4.2.4地 図上 か ら検索

地図上でク リックした地点での住所の町丁名 をキ「 ワー ドにして関連す る文書 を、'
検索す る。

メニュー ウィン ドウ内の① の矢印で示 したボタンをクリックす ることによ り、地点

指定モー ドになる。 この後、地図画面上の任意の地点をクリックする ことによ り、ク

リックした地点の住所 に関連する文書の検索を開始する。一

①

饗

三

・噸勢

多

辮

㍊

認

認
定
4

㌘ 魂'囎 ◎・

;還 ～、溜 ～』

図4-7地 図上か ら検索
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4.2.5キ ーワー ドによる検索

任意のキーワー ドを入力 して関連する文書 を検索す る。

メニューウィン ドウ内の① の矢印で示 したボタンをク リックす ることによ り、 「キ
ー ワー ドによる検索」ダイアログが表示 される。

① ② ③ ④ 、

/・1'ぺ1V `亮図

ＴL㍉

パ ←-

'珊 ア侃 Φ 変更⑧ 量惰 ⑤・こ野島◎ ウ《潜りs 、∨)囎 ・ ・ 三 ゴ 「丁堂 堂 ・ 、 <丁>>-

燃 、
iこ後 鼻

ベ ァ ▽ ・

縷,二讐i鯉 竺
ノヒ: バ

、 ■ 丁

万 ㌔.魂 鮒轡 ▲〈 、・

「「'丁 、
＼
.溺 ・,

'

●7二

鶯齢 薄i
≠ づ',

二/

知

9
、

・ル

梗主
,/

苦厄/

口唱/1

諺ン ツ ・ イ へ

./・ ・三
ノ.

互

鵬

' べ

諺

i、θ㌔ 子細c膿i

〆;・ こ、"'∠ 杉
.溺

^ジ杉

タ 、'・.㌧

蒙鱗
.街

概 ・』燃 づ ジ ぷ 『
工

"11ほ 響`
〆{㌢ ㌔,丁 .ぺ ー ノ ∨'く ▽、＼「.＼

,,,ワ

ノ ■ て 観 『

。oが 　

.`るs

喋 懇 撒 一,歴遊'遭'⑳ 乙 '
〆

/'=

〈//
、

・

,㌃v

:
「"

"'熊 鷲 蓮
?

酬s。.

鍵!
癒 ,i鷲 難壁'

灘繧 ㌦
ク ・㍗鱈 細 商 .,三
卵4・ 三 滋飴7

シグ ノr乏 ン/

難擁 翻

灘慧
・ ゆ 、

弘 苧,

正議

● 江

口

忌;
1・膓 濯 i:

、〔'

t

西本 町1ミ,

恕/l
φ 協饗

/幽 〇三隠 珍、 ＼,寵 嬬荒

鷲1聯 窪 乞.、 』濠 ㌫ 　癒4芸 一 、1ドご 、,

ド 門 ∨}

己 ∫
'

w、

■

Ψ

'

口

」
ヂ ・

!、 シ,七 こ○',・ 丁 田 ＼ ・

ll蹴 、 訴 ・1・濤 ・・2・添 〃 阜 「'与⇒'　 撚:㍑バ丁丁:
ぶ ㌘ 慈 、 、講 ㌣ 〔ゾ

図4-8キ ー ワー ド検索

② 検索 したいキー ワー ドを入力する。

③ 検索を実行する。

④ ウイン ドウを閉じる。
＼
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4.2.6検 索結果の表示

住所指定 による検索、地点指定による検索、キー ワー ドによる検索において検索結

果 の表示は全て同じである。

検索結果 については、ヒッ トした適合率と文書のファイル名がウィン ドウに表示さ

れる。

蕪騰
一 』、 工 」.
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図4-9検 索結果の表示
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検索結果は結果表示ウィンドウに一覧表形式で表示 される。表示カラムはNo(通

し番号)、Score(文 書の適合率)、Path(文 書のファイルが ある場所)を それぞれ表

示する。
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図4-10結 果表示ウィン ドウ
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結果表示ウィンドウの各結果項 目をダブルクリックすると、該 当文書が表示される。
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図4-11該 当文書の表示 ノ

① 「該 当位置 に移動」ボタンを押す と文書に関連のある地点の地図 を

表示する。 ・'

② 関連 した文書を表示 した様子(Word文 書等)。
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4.3管 理 ツールの機能

文書メンテナンスは、検索機能 とは別のプログラムで実行される。

図4-1プ ログラムアイ コンにある、「管理ツール」を起動す ることにより、「管

理者 ツール」 というタイ トルのウィン ドウが表示される。

① ② ③

インデックス更新

図4-12管 理者 ツー ル メニ ュー

① 蓄積された検索対象の文書 を検索できるようにインデ ックスの

更新 を行 う。

イ ンデ ックス作成は、対象 となる文書の数 大 きさによって要する

時間は異なる。終了時には以下のメッセージボ ックスを表示 して、

処理が終了した ことを通知する。

画Vごx"
'tX'

◎ommit

㌧,・ 紡

図4-13イ ンデ ックス更新終了

、

② 検索対象とする文書が配置されたフォルダの設定を行う。

(次頁参照)

③ 終了 して このウィン ドウを閉 じる。
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「フォルダ選択」ボタンを押 して、検索対象 としたい文書を設定す る1
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図4-14検 索対象フォルダの設定

④ 「追加」ボタンを押すと④ のフォルダ指定のダイアログが開き、検

索対象のフォルダを指定する。

⑤ ⑧ に表示されているパスを選択 して、「削除」ボタンを押す と検索

対象か ら外される。

⑥ フォルダー選択ウィン ドウを閉じる。

⑦ フォルダ参照ダイアログ。

⑧ 検索対象になっているフォルダのリス ト。
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5ま とめ

5.1プ ロ トタイプ作成によって 得 られた効果

プロ トタイプ作成 によ り得 られた効果 は次のよ うなものである。

①文書の地図上への配置

文書を地図上に配置できるため、対象となる地域と文書の関連が認識 しやす

くなる。

②2つ のデータベースを意識せず に利用できる。

内部的にGISの データベースと全文検索エ ンジンのデータベースを用 いてい

るが、利用中にユーザーが意識することはなく、GISが 全文検索機能を持った

かのように動作す ることができる。

　

③文書と地図の関連付け作業が不要。

従来のGISで は、文書の内容から位置情報を確認し、地図上の位置を登録す

る必要があったが、今回のシステムでは自動的に登録されるため、関連付けの作

業が不要である。

④ 文書の登録を簡単に行 うことができる。

文書の登録 は、指定 したフォルダにデータを保存することで検索対象 とな る。

特別に内容 を登録する必要はな く使用できる。

⑤ インデ ックス作成は簡易な操作で行える。

全文検索のイ ンデ ックス作成は管理ツールのボタンを押すだけで、作成が可

能である。文書の変更 ・追加 ・削除はプログラム内部で判断を行い、イ ンデ ック

ス内容の変更が行われる。

以上の成果 により、当初の目的としていた機能を達成す ることができ、これによ り、

GISと 全文検索の連携のプロ トタイプとして一定の成果を得たと考える。
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5.2今 後の展開に向けて

今回のプロトタイプ作成においては、一つの市域内の限 られた区域を対象 としたデ
ータで、町丁 目レベルの住所情報が含 まれているものを用いた。今後は、番地 レベル

の内容を含んでいるものを対象とすることや、より対象範囲を広げることも考え られ

る。

将来的な展開としては、紙文書をスキ ャナーで読んだものも対象 とし、よ り包括的

な文書管理 システム と展開していきたい。さらに、今回のシステム構成ではクライア

ン ト/サ ーバー形式 としたが、文書の共有化を進めるためにもウェブ型のシステム構

成 として展開を図 りたい。

今回のシステムで重要なデ「タとなったのが、地名 と位置座標 に関す るデータで あ

る。今回はイ据 表示まで得 られる住宅地図を用いた。今後 は、駅名や通称名までを含

んだ 「地名一位置座標辞書」の整 備が望まれる。

今後、全文検索技術のさらなる進歩が見込 まれる。新 しい技術に対応 した高速で正

・確な連携 システムの構築 を進め、入力の負担が少ないシステムの構築 を進めていきた

い。

なお、本システムの開発にあた り東京大学空間情報科学研究センター 助手 相良

毅氏より貴重なご示唆を頂いた。ここに謝辞を表わします。
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